まわりの 人だかりの 中から、 ※子大 〔# 「ロ + 桑」、 42- 

13〕 などと 云う 声が、 かかり 始める。 すると、 李 小 二 

せわ 

も、 いよいよ、 あぶらがのって、 忙しく 鼓 板 を 叩きな 

がら、 巧に 一座の 鼠 を 使い わける。 そうして 

こっこうに しずむ みん ぴ せいちょうの うらみ ゆうむ にたう こがん かんきゅうの あき 

「 沈 黒 江 明妃青 塚 恨、 耐幽夢 孤雁 漢宫 秋」 とか 

だいもくせ いめい とな 

何とか、 題目 正 名 を唱ぅ 頃になる と、 屋台の 前へ 出し 

て ある 盆の 中に、 いつの 間に か、 銅銭の 山が 出来る。 

が、 こう 云う 商売 をして、 口 を 糊して ゆく の は、 決 

して 容易な もので はない。 第一、 十日と 天気が 悪い と 

口が 干 上って しまう。 夏 は、 麦が 熟す 時分から、 例の 



中 

みぞれ 

雪 曇りの 空が、 いつの 間に か、 霎 まじりの 雨 を ふら 

はぎ でいねい 

せて、 狭い 往来 を 文字通り、 脛 を 没す る 泥濘に 満 そう 

りしょう じ 

としてい る、 ある 寒い 日の 午後の 事であった。 李 小 二 

ふくろ 

は 丁度、 商売から 帰る 所で、 例の 通り、 鼠 を 入れた 囊 

を 肩に かけながら、 傘 を 忘れた 悲し さに、 ずぶぬれに 

まち 

なって、 巿 はずれの、 人通りの ない 路を 歩いて 来る I 

みちばた ぴ よう 

I と、 路傍に、 小さな 廟が 見えた。 折から、 降りが、 

前よりも ひどくな つて、 肩 を すぼめて 歩いて いると、 

鼻の 先から は、 滴が 垂れる。 襟から は、 水が はいる。 



途方に 暮れて いた 際 だから、 李 は、 廟を 見る と、 慌て 

て、 その 軒下へ かけこんだ。 まず、 顔の 滴 を はらう。 

それから、 袖 をし ぼる。 やっと、 人心地が ついた 所で 

へんがく さんじん びょう 

頭の 上の 扁額 を 見る と、 それに は、 山 神廟と 云う 三 字 

があった。 

のぼ 

入口の 石段 を、 二三 級 上る と、 扉が 開いて いるので、 

中が 見える。 中 は 思った よりも、 まだ 狭い。 正面に は、 

V つ そん く も 

一 尊の 金 甲 山 神が、 蜘蛛の巣に とざされながら、 ぼん 

やり 日の 暮を 待って いる。 その 右に は、 判官が 一体、 

これ は、 誰に 悪戯 をされ たの だか、 首がない。 左に は、 

そうどう 

小 鬼が 一体、 緑 面 朱 髪で、 猙獰な 顔 をして いるが、 こ 



ささ か、 ぎょっとしながら、 恐る恐る、 見る ような、 

見ない ような 顔 をして、 そっと その 人間 を 窺 つて 見た。 

垢 じみた 道 服 を 着て、 鳥が 巣 をく いそうな 頭 をした、 

こじき 

見苦しい 老人で ある。 (はは あ、 乞丐 をして 歩く 道士 

だな —— 李 はこう 思った。) 瘠せた 膝 を、 両腕で 抱く よ 

うにして、 その 膝の 上へ、 髯の 長い 頤 をのせ ている。 

眼 は 開いて いるが、 どこ を 見て いるの かわからない。 

やはり、 この 雨に 遇った と 云う 事 は、 道 服の 肩が ぐつ 

しょり 濡れて いるので、 知れた。 

ことば 

李 は、 この 老人 を 見た 時に、 何とか 語 を かけな けれ 

ぬれねずみ 

ば、 ならない ような 気がした。 一 つに は、 濡鼠 になつ 



無口な 事 は、 前と 一向、 変り がない。 それが、 李の 神 

経に は、 前よりも 一層、 甚 しくな つたよう に 思われた。 

(先生、 己の 云った 事 を、 妙に ひがんで 取った のだろう。 

余計な 事 は 云わずに、 黙って いればよ かった。) - I 李 

は、 心の中で こう 自分 を 叱った。 そうして、 そっと 横 

目 を 使って、 老人の 容子を 見た。 道士 は、 顔 を 李と 反 

対の 方に 向けて、 雨に たたかれ ている 廟 外の 枯柳 をな 

がめ ながら、 片手で、 しきりに 髪を搔 いている。 顔 は 

見えない が、 どうやら 李の 心 もち を 見透かして、 相手 

にならず にいる らしい。 そう 思う と、 多少 不快な 気が 

したが、 自分の 同情の 徹しない と 云う 不満の 方が、 そ 



ら、 あなたのお 暮し位 はお 助け 申しても、 よろしい ご 

まう ぜし 

李 は、 話の 腰 を 折られた まま、 呆然と して、 ただ、 

道士の 顔 を 見つめて いた。 (こいつ は、 気違い だ。) I 

I やっとこう 云う 反省が 起って 来たの は、 暫くの 間 

とうもく 

瞪 目して、 黙って いた 後の 事で ある。 が、 その 反省 は、 

すぐに また 老 道士の 次の 話に よって、 打 壊された。 

せんいつ 

「千 鎰ゃー 一千 鎰で よろしければ、 今でも さし 上げよう。 

実は、 私 は、 ただの 人間で はない ご 老人 は、 それから、 

まち 

手 短に、 自分の 経歴 を 話した。 元は、 何とか 云う 巿の 

としゃ たまたま ろ そ 

屠 者だった が、 偶々、 呂祖に 遇って、 道 を 学んだ と 云 

うので ある。 それが すむ と、 道士 は、 徐に 立って、 廟 



たち ま 

れた紙 銭 は、 手 を 離れる と共に、 忽ち、 無数の 金銭 や 

銀 銭に、 変った ので ある。 

うせん 

李 小 二 は、 この 雨 銭の 中に、 いつまでも、 床に 這つ 

たま ま、 ぼんやり 老 道士の 顔 を 見上げて いた。 

下 

と-つし ゆ たまたま 

李 小 二 は、 陶 朱の 富 を 得た。 偶、 その 仙人に 遇つ 

たと 云う 事 を 疑う 者が あれば、 彼 は、 その 時、 老人に 

書いて 貰った、 四 句の 語 を 出して 示す ので ある。 この 

話 を、 久しい 以前に、 何 かの 本で 見た 作者 は、 遺憾な 



(大正 四 年 七月 一 一十三 日) 
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